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巨大カルデラ噴火と前駆噴火産物の岩石学的関係：阿蘇 4噴火と姶良噴火のケース
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Petrological comparison between products of large caldera-forming eruptions and their
precursory events
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九州のカルデラ火山の巨大噴火の前駆現象，(1)姶良火砕噴火直前の一連のテフラ，（2）阿蘇-4火砕噴火直前の高遊原
溶岩の化学組成と巨大噴火マグマの化学組成を比較検討した．（1）2万 9千年前の姶良火砕噴火の 3500年?1000年前に
起った小規模な噴火，大塚降下軽石，深港テフラ，毛梨野テフラ（長岡，2001）の軽石の化学組成を分析した結果，姶
良軽石とほとんど同じ組成であることがわかった．これに対して（2）8万 9千年前の阿蘇-4噴火直前に流出した高遊原
溶岩は，阿蘇-4初期の小谷軽石の組成よりは少しシリカに乏しい．高遊原溶岩，小谷軽石とも，短いが明瞭な分化トレ
ンドを示すが，両者を結晶分化作用で関連づけることは難しい．阿蘇-4では噴火サイクル後半でマフィックマグマとシ
リシックマグマの混合が観察されているが，（1）（2）の前駆噴火ともマフィックマグマの噴出は観察されていない．
　 Hildreth (1981)の概念図は地殻浅所の巨大なシリシックなマグマ溜りと地下深部から供給されるマフィックなマグ

マの関係をわかりやすく提示している．非常にまれではあるが，甚大な被害をもたらす巨大カルデラ噴火の予測をする
ための作業仮説を作る上で重要なたたき台である．前述の前駆現象を検討し，Hildreth modelに修正を加えてバージョン
アップさせていくことは将来の巨大カルデラ噴火予測に備えて必要な作業であると考えられる．（1）のケースは地殻浅所
のシリシックマグマ溜まり上部の漏れ出しであると解釈できるのに対し，（2）のケースは巨大シリシックマグマ溜まりか
ら独立した枝分かれマグマ溜まりからの漏れ出しが起ったと推定した．いずれの場合も地下深部のマフィックマグマの存
在は確認されていないが，熱的な影響は検討する必要がある．
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